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バレーボールにおけるフロントとバックの攻撃パタ
ーンについての研究(2)
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， ９５リ ￣ グ C 打 決定 Ｃ出現率(％） 打１Ｍ11率(％） 決定率(％）
F集Ｂ外 ２７２ 267 148 6３．２ 5６．２ 5５．４ 
F分Ｂ'１１ 269 4 2４ 1３．４ ８．４ 6０．０ 
ＦＷＱＢ外 １４４ 4２ 2４ 7.1 8.8 57.1 
F集ＷＢＡ 328 126 6９ 1６．３ 2６．５ 5４．８ 
計 2013 475 265 5５．８ 
， ９２リ ￣￣ グ ＯＮＢ 打数 Ｃ出現率(％） 打出現率(％） 決定率(％）
F集Ｂ外 2078 477 241 6７．４ 6５．５ 5０．５ 
F分Ｂ中 406 9４ 4１ １３．２ 1２．９ 4３．６ 
ＦＷＱＢ外 120 2 ８ 3.9 2.7 4０．０ 
F集ＷＢＡ 477 6５ １５．５ 1８．８ 4７．４ 
計 3081 728 355 4８，８ 
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撃者が二人の場合のみに出現し、各チームによって全く出現しないチームと出現率の高いチームと
に分かれた。
その他、フロントのコンビネーションがレフト、センター、ライトと分散して、そのバックゾー
ンからバックアタックを仕掛ける「分Ｂ中〃は'９５リーグ･13.4％（打数の出現率は8.4％)、’９２リ
ーグ・13.2％（打数の出現率は12.9％）であった。このパターンは、フロントの攻撃者が三人の場
合に多く出現するパターンであった。
またフロントの攻撃者がグブルクイックに入り、その外｜111からパックアタックを打つ､ＦＷＱＢ外〃
は'９５リーグ・7.1％（打数の出現率は8.8％)、’９２リーグ・3.9％（打数の出現率は2.7％）であった。
このパターンも、ほとんどがフロントの攻撃者が三人の場合に出現するパターンであった。
このようにパターンガリでみると、両リーグともフロントの攻撃者をセッターの前方あるいは後方
に集め、その逆サイドからバックアタックを仕掛けるという、空間を使ったパックアタックのパタ
ーンが多かったが、’９５リーグにおいては、Ｆ集ＷＢＡ〃や、ＦＷＱＢ外〃といったその他のパター
ンが増大傾向にあることからも、各チームとも多彩な攻撃を仕掛けるようになってきたといえるだ
ろう。また上記のようにnＦ集ＷＢＡ"、nＦ分Ｂ中"、、ＦＷＱＢ外〃のパターンはほとんどがフロン
トとパックのプレーヤーを合わせるとlL1人が攻撃を仕掛けており、ⅢＦ集Ｂ外"のパターンにおいて
も’95リーグでは、フロントの攻撃者が三人の場合でも全体の30％程度使われるようになってきて
いることから、相手のブロッカー三人に対して四人が攻撃を仕掛けるという複雑なコンビネーショ
ン攻撃が数多く見られるようになってきたといえる。
次にパターン別の決定率を見ると、’92リーグでは出現率が高いにも関わらず、１Ｆ集Ｂ外"が最も
高かったが、’９５リーグではどのパターンもさほど大きな差が見られなかった。各チームが硴実に
色々なパターンを使いこなせるようになったということだろう。
５．結論
以上のような結果から、Ｖリーグ男子においてコンビネーション攻撃におけるバックアタックの
出現率は高くなり、またあらゆるポジションから出現するようになったことで、パックアタックを
含めたコンビネーションのパターンが複雑になってきたことが明らかになったが、その中でもフロ
ントとバックのプレーヤーを合わせた四人攻撃が多く見られるようになった。したがってパックア
タックをコンビネーション攻撃の中に取り入れ、’''1W広い攻撃をすることで、戦術的により効果的で
あることが実証された。
バックアタックを使う目的が、今まではフロントの攻撃者が二人の場合に、その少ない攻撃者の
数を補うというものから、その目的以外により決定率を上げるために、攻撃の質を高める目的で使
われるようになったといえる。
本研究は、Ｖリーグレベルのチームにおけるパックアタックについて、出現率やポジション別の
－４６－ 
バレーボールにおけるフロントとパックの攻撃パターンについての研究②
出現頻度について調査し、それをもとにどの様なパターンでコンビネーション攻撃が行われている
のかを検討してきた。今後は後衛でのリベロ制やラリーポイント制の導入等のルール改正により、
選手はオールラウンド的な動きよりも各ポジションでの専門的な動きが求められるため、ＷＢＡの
ような複雑な攻撃は少なくなるかもしれないが、バックアタックの出現自体はさらに多くなるもの
と予想される。
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